
東 京学 芸 大 学  令 和 ６ 年 度「 若 手 教 員等 研 究 支 援費 （ 若 手 教員 等 支 援 枠 ）」 研 究 成 果報 告 書  

研究課題 
他者と協働した音楽的参与による学びのプロセスと 

音楽的活動の実践開発  

氏名  

岡田理佐子 

所属  

教育インキュベーション機

構/アート・アスレチック

教育センター 

職名  

助教  

APRIN e-ラーニングプログラムの受講   ☑← 受 講 済 の 場 合 は チ ェ ッ ク を す る こ と  

 

【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
演 奏者 /聴 き 手 の区 別 な し に、声 や 音 を出 し 、身 体 を動 か し 、楽器 を 演 奏 す るな ど 、さ まざ ま な 人 々

が 集い 共 に 音 楽を す る と いっ た 、参 加 型 の音 楽 活 動が 近 年 増 えて き て い る一 方 、そ の 内 容や 目 的 につ

い ても「 何 が 行 われ て い る か 」「何 が 起 き てい る か 」が捉 え ら れ にく く 、一 見す る と「 活 動あ っ て 学 び

な し」 と 、 子 ども の 深 い 学び に は つ なが ら な い とい う 見 方 も少 な く な い。 そ こ で 、小 学 生 14 名 を 対

象 に音 楽 ワ ー クシ ョ ッ プ を実 践 し 、子 ど もた ち が 何に 楽 し さ や面 白 さ を 見出 し 、そ こ か らど の よ うな

学 びを 得 ら れ るの か 検 証 を行 っ た 。  

 音楽 ワ ー ク ショ ッ プ に 参加 し た 小 学生 は 、 １ 年 生 6 名 、 ２年 生 2 名 、３ 年 ４ 名 、４ 年 生 2 名 で あ

り 、学 年 や 音 楽経 験 が バ ラバ ラ で あ った た め 、 楽譜 を 用 い ず、 誰 で も すぐ に で き る音 楽 活 動 を意 識

す る必 要 が あ った 。 そ こ で、 子 ど も たち が 音 楽 を楽 し む た めの 条 件 を 、５ つ の ポ イン ト に 分 けて 整

理 した 。  

 

① 精神 的 な 安 心感 ： 選 択 肢の あ る 参 加形 態 が 用 意さ れ 、 間 違い を 気 に せず 、 自 由 に表 現 で き る。 そ

し てそ れ を 肯 定的 に 受 け 止め ら れ る 雰囲 気 が あ る。    

② 身体 的 な 配 慮： 年 齢 や 障が い に 関 係な く 、 誰 でも 簡 単 に 演奏 ・ 参 加 が可 能 で あ る。  

③ 環境 的 な 整 備： 音 を 出 す・ 聴 く こ とに 支 障 の ない 空 間 が ある 。    

④ 音楽 的 な 魅 力： ア レ ン ジや 工 夫 の 余地 が あ り 、「 い い 音 だな 」 と 感 じら れ る 音 楽が で き る 。   
 

 音楽 ワ ー ク ショ ッ プ は 、本 学 芸 術 館ホ ー ル と 音楽 ホ ー ル にて 、 ３ 日 間か け て 実 施し た 。 時 間は そ

れ ぞれ ２ 時 間 で、 間 に 10 分 休 憩 を挟 ん だ 。 実践 に あた り 、 動 画や 写 真 撮 影の 許 可 を 取り 、 会 場 の４

隅 にビ デ オ カ メラ を 設 置 して 実 践 の 記録 を 取 る とと も に 、 各回 の 音 楽 ワー ク シ ョ ップ の 終 わ りに

は 、参 加 者 に 振り 返 り シ ート を 記 入 して も ら う 形で デ ー タ を収 集 し た 。ま た 、 実 践に は 鈴 木 楽器 販

売 株式 会 社 の 協力 を 得 て 、鍵 盤 ハ ー モニ カ や ミ ニグ ロ ッ ケ ン、 小 物 打 楽器 な ど の 楽器 を 貸 し てい た

だ いた 。  
３ 日間 の 音 楽 ワー ク シ ョ ップ を 経 て 、子 ど も た ちは た く さ んの 楽 器 に 興味 を も つ とと も に 、 楽譜

を 用い ず 誰 で も参 加 で き る活 動 に よ り 、「 こ れ を ずっ と や っ てい た い 」 とい う 発 言 が出 る ほ ど 、前 向

き に音 楽 を 楽 しん で い る 様子 が 見 ら れた 。 楽 器 に触 れ る 感 覚的 な 学 び や、 探 究 意 欲が 促 さ れ たと 考

え る。 さ ら に 、グ ル ー プ での リ ズ ム や旋 律 づ く り、 絵 本 を 題材 と し た 創作 活 動 に 発展 し て い くと 、

自 ら「 こ う し たい 」 と い うさ ま ざ ま なア イ デ ィ アが 生 ま れ る一 方 、 他 者の 音 や 表 現を 意 識 ・ 受容

し 、協 力 し て 取り 組 む 姿 が、 そ の 場 や振 り 返 り シー ト か ら 確認 で き た 。音 や 楽 器 への 興 味 か ら主 体

的 な学 び が 生 成さ れ 、 そ れが 他 者 へ の共 感 的 ・ 協働 的 な 学 びや 、 音 楽 的思 考 を 拡 張す る 表 現 的な 学

び につ な が っ たと 考 え ら れる 。  
 また 、 ３ 日 間と も に 音 楽を し て き たこ と で 、 子ど も 同 士 の関 係 性 が 構築 さ れ た 。参 加 者 の １人

は 、最 初 は み んな の 輪 に 入れ な か っ たが 、 少 し ずつ グ ル ー プ活 動 に 参 加し て い き 、コ ン サ ー ト当 日

に は、 子 ど も たち が 全 員 で一 緒 に 遊 んで い る 姿 が見 ら れ た 。ま た 別 の 参加 者 は 、 コン サ ー ト の感 想

に 「み ん な が いる か ら 楽 しく で き た 」「友 達 づ く りが で き た 」と 書 い て いた 。 こ れ らよ り 、 音 楽ワ ー

ク ショ ッ プ が コミ ュ ニ テ ィと し て の 役目 を 果 た し、 子 ど も たち が 社 会 的な 学 び を 得る こ と が でき た

と 考え る 。   

【研究成果発表方法】 

アート・アスレチック教育センター研究活動報告書 Vol.2（執筆中）  
東京学芸大学紀要（機構）論文（投稿予定）  
 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  



 

【使用額内訳】  

物品費 旅費  その他 

232,485 円  

 

円  

 

111,270 円  

 

使 
 

 

用 
 

 

内 
 

 

訳 

品   名   等  数  量  単  価  
金  額（税

込） 
備 考  

＜物品費＞  
ビデオカメラ  
クリップボード  
名札  
鍵盤ハーモニカ唄口ホース  
トーンチャイム  
ジャンベセット  
書籍  

 

１式  

１組  

１組  

10 個

１組 

１組  

５冊  

円  

63,139 

4,798 

2,528 

450 

88,200 

43,200 

―  

円  

63,139 

4,798 

2,528 

4,500 

97,020 

47,520 

12,980 

 

＜旅費＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他＞  
ピアノ調律費  
照明学生謝金  
照明学生謝金  
演奏学生謝金  
 

 

１回  

2 名  

2 名  

１名  

 

26,400 

6,150 

9,840 

52,890 

 

26,400 

12,300 

19,680 

52,890 

 

使用総額 343,755 円  

 

「若手教員等研究支援費」配分額 350,000 円  

  使 用 総 額 が 配 分 額 を 超 過 し た 場 合 は 、 超 過 分 の 支 出 財 源 及 び 金 額 を 記 入 す る こ と 。 ↑  

 

※ 研 究 成 果 報 告 書（「 使 用 額 内 訳 」を 除 く ）に つ い て は 、教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 の ホ ー ム ペ ー ジ に

掲 載 す る 。  

※ 研 究 成 果 の 実 績 報 告 等 に つ い て は 、 成 果 が ま と ま り 次 第 、 別 途 公 表 に 努 め る こ と 。  

 


